おおさかＱネット「がん医療」に関する
アンケート 分析結果概要

· 実施日　　平成29年３月14日（火）

· サンプル数　　大阪府民1,000名（国勢調査結果（平成27年）に基づく性・年代・居住地（4地域）の割合で割り付けた20歳以上の大阪府民）
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· 分析結果概要1． 調査目的
大阪府では第二期がん対策推進計画（平成25年度～平成29年度）を策定し、府民をがんから守り、健康な生活を送れる社会の実現をめざし、さまざまな取組みを実施している。しかしながら、府民のがんによる死亡率は全国に比して高く、また、がん検診受診率は全国最低水準で推移している状況にある。本調査では、内閣府実施の「がん対策に関する世論調査」を基にして、府民のがんやがん検診に対する意識、行動を把握し、第三期がん対策推進計画策定の資料とする。

2． 調査仮説
仮説１　がん検診受診者と未受診者とでは、がんや拠点病院に対する認識に差がある
仮説２　性別、年齢層によってがん医療（緩和ケア・医療用麻薬）の認識に差がある
　　仮説３　働き方によって、がんの治療をしながら働き続ける環境かどうかの認識に差がある

3． 主な調査結果
仮説１　
· 各がん検診の受診経験の有無で、がんを【こわい】と思う人の割合に差はなかった。
· 「胃」「大腸」「肺」「子宮」のがん検診で、【受診経験あり】の人は【受診経験なし】の人に比べ、がん診療拠点病院制度について「知っている」人の割合が高かった。
· １年以内にがん検診を受診したことがある人は、ない人に比べ、がんについて知っている項目が多かった。
仮説２
· 緩和ケアの認知度
· 性別、年齢層とも、緩和ケアについて「知っている」人の割合に差はなかった。
· 緩和ケアの開始時期
· 性別、年齢層とも、望ましいと思う緩和ケアの開始時期について差はなかった。
· 医療用麻薬の使用について
· 性別では、医療用麻薬の使用意向の差は確認できなかったが、年齢層別では、年齢層が高くなるにつれて、使用意向がある人の割合が高かった。
仮説３
被雇用者と自営・フリー等、正規雇用等と非正規雇用等、固定勤務とシフト制、夜間勤務ありとなし、いずれによっても、がん治療の通院をしながら働くことのできる環境がどうかでは、肯定・否定に差はなかった。

がん検診の受診の有無とがん医療の知識については関連性があり、がん検診を受診している人の方が、受診していない人に比べ、知識が多いという結果になった。











































（注）
1． 「おおさかＱネット」の回答者は、民間調査会社のインターネットユーザーであり、回答者の構成は無作為抽出サンプルのように「府民全体の縮図」ではない。そのため、本稿及びアンケート調査の「単純集計（参考）」は、無作為抽出による世論調査のように「調査時点での府民全体の状況」を示すものではなく、あくまで本アンケートの回答者の回答状況にとどまる。
2． 割合を百分率で表示する場合は、小数第2位を四捨五入した。四捨五入の結果、個々の比率の合計と全体を示す数値とが一致しないことがある。
3． 図表中の表記の語句は、短縮・簡略化している場合がある。
4． 図表中の上段の数値は人数（Ｎ）、下段の数値は割合（％）を示す。
5． 図表下に記載のカイ２乗検定の値（ｐ値）は、5%水準により判断している。つまりｐ値が5%未満の場合、統計上の有意差があるとみなす。
6． 複数回答のクロス集計については、カイ２乗検定を行っていない。
1． 
各がん検診の受診経験とがんに対する認識（仮説１）
ここでは、各がん検診の受診状況について、「１年以内に受診した」「２年以内に受診した」「２年以上前に受診した」を【受診経験あり】とし、「わからない」は省いて、「受診したことがない」を【受診経験なし】とカテゴリし、受診経験の有無で、がんに対する印象等に差があるのかを検証した。

(1)がんを「こわい」と思うか
Ｑ１で質問したがんについての印象について、「こわいと思わない」「どちらかといえばこわいと思わない」を【こわくない層】とし、「どちらかといえばこわいと思う」「こわいと思う」を【こわい層】とし、「わからない」は省いて集計した。
[bookmark: _GoBack]その結果、いずれのがん検診においても受診経験の有無での【こわくない層】、【こわい層】の割合に統計的な有意差は確認できなかった（図表１－１）。

· がん検診の受診経験の有無で、がんについての印象（こわいか否か）に差はなかった

【図表1-1】
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(2)がん診療拠点病院制度の認知度
Ｑ21で質問した、国や大阪府における「がん診療拠点病院制度」について、「知っている」を【認知層】、「言葉だけは知っている」「知らない」を【非認知層】として集計した。
その結果、乳がん以外のがん検診の受診経験者は、経験のない人に比べ、がん診療拠点病院制度について「知っている」人の割合が高いことがわかった（乳がんについては【受診経験あり】の方が若干上回ったが、統計的な有意差までは確認できなかった）（図表１－２）。

· 「胃」「大腸」「肺」「子宮」のがんの検診で、【受診経験あり】の人は【受診経験なし】の人に比べ、がん診療拠点病院制度について【認知層】の割合が高かった。


【図表1-2】
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(3)がんについての知識（検診の受診経験）
ここでは、５つのがん検診のうち、１つでも１年以内に受診したことがある人と、それ以外の人（「わからない」も含む）とで、がんについての知識に差があるのかをみた。具体的には、本調査で設定したがんの知識についての質問に対し、「知っている」として選択した回答個数を比較した。
その結果、１年以内にいずれかのがん検診を受診したことがある人は、それ以外の人に比べ、選択した回答個数が多かった（図表１－３）。
· １年以内に受診　→　３．７１個
· 上記以外　　　　→　２．４８個

【図表1-3】
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(4)がんについての知識（がんの印象別）
ここではQ１のがんについての印象でカテゴリした、【こわくない】【こわい】それぞれの層での、がんについての知識について差をみた。その結果、【こわくない】【こわい】で、本調査で設定したがんについての知識の選択数に大きな差はみられなかった。両者の特徴としては、「がん全体の５年生存率は５０％を超えている」で【こわくない】が【こわい】を１０ポイント以上上回った（図表１－４）。

【図表1-4】
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2． 年代別のがん医療に関する認識の違い(仮説２)
回答者の年齢について、20歳以上40歳未満を【若年層】、40歳以上60歳未満を【中間層】、60歳以上80歳未満を【高齢層】とカテゴリし、性別および年齢層によって、がん医療に関する認識等に違いがあるかを検証した。

(1) 緩和ケアの認知度
緩和ケアに関する質問（Ｑ１３）に対し、「知っている」と回答した人を【認知層】、「言葉だけは知っている」「知らない」と回答した人を【非認知層】とし、性別、年齢層別で認知層の割合に差があるのか検証した。
　その結果、性別、年齢層ともに、統計的な有意差は確認できなかった（若年層で他の年齢層に比べ【認知層】が低かったが、統計的に有意といえる差ではなかった）（図表２－１）。

【図表2-1】
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(2) 緩和ケアの開始時期
緩和ケアの開始時期についての質問（Ｑ１４）に対し、性別、年齢層別で必要と思う時期に差があるのかを検証した。なお、「その他」「わからない」は省いて集計した。
　その結果、性別、年齢層ともに、統計的な有意差は確認できなかった(図表２－２)。

【図表2-2】
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(3) 医療用麻薬の使用意向

「医療用麻薬」の説明を示した上で、がんの治療をするにあたって痛みが生じた場合に、「医療用麻薬」を使用したいかどうかの質問（Ｑ１６）に対して、「使いたい」「どちらかといえば使いたい」を【使用意向あり】、「どちらかといえば使いたくない」「使いたくない」を【使用意向なし】として、性年齢層による違いをみた。なお、使用意向について「わからない」と回答した人は省いて集計した。
　その結果、性別での差はなかったが、年齢層が上がるにつれて、使用意向を示す人が多かった(図表２－３)。
· 性別では、【使用意向】の差はなかった
· 年齢層があがるにつれ、【使用意向あり】の割合が高かった


【図表2-3】
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3． 働き方とがん治療の両立（仮説３）
ここでは、回答者の働き方を下記の①～④の４つに分類し、それぞれの治療しながら仕事を続けることができると思っているかを比較検証した。検証にあたっては、回答者の職場ががん治療等をしながら働き続けることができる環境と思うかの質問（Ｑ１８）に対し、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を【肯定層】、「どちらかといえばそう思わない」「そう思わない」を【否定層】としてその差を比較した。
　その結果、いずれの働き方の分類でも、統計的な有意差は確認できなかった（図表３）。
· 働き方①（Ｑ２３）
「正社員」「契約社員・派遣社員」「公務員・団体職員」「パート」を【被雇用者】
「アルバイト・フリーター」「自営業・自由業」「家内労働者・在宅ワーカー」を【自営・フリー】
· 会社役員、専業主婦（夫）、無職、学生、その他は除いた。
· 働き方②（Ｑ２３）
「会社役員」「正社員」「公務員・団体職員」を【正規雇用等】
「契約社員・派遣社員」「パート」「アルバイト・フリーター」を【非正規雇用等】
· 自営業・自由業、家内労働者・在宅ワーカー、専業主婦（夫）、無職、学生、その他は除いた。
· 働き方③（Ｑ２４）
「平日勤務中心で、休日は主に土日祝」を【固定】
「シフト制で夜勤なし」「シフト制で夜勤あり」を【シフト制】
· 決まっていない、その他は除いた。
· 働き方④（Ｑ２４）
働き方③の【シフト制】のうち
【夜勤あり】と【夜勤なし】で比較



【図表3】
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本調査分析概要では、性別や働き方での、がん医療に対する意識等の違いは確認できなかった。一方で、がん検診の受診の有無とがん医療の知識については関連性があり、がん検診を受診している人の方が、受診していない人に比べ、知識が多いという結果になった。がん医療に関する基本的な知識や制度について啓発していくことで、がん検診の受診率の向上につながることが期待できる。
（参考クロス集計表）業種とがん治療の両立
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Q1_mrg_3　あなたはがんについてどのような印象をもっていますか。（SA）
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Q21_mrg　がん診療拠点病院制度の認知（SA）
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Q3　がんについて、あなたの知っていることを、次の中からすべて選んでください。（MA）
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あ

る

が

ん

の

治

療

方

法

に

は

、

大

き

く

手

術

療

法

、

化

学

療

法

、

放

射

線

療

法

が

あ

る

が

ん

全

体

の

５

年

生

存

率

は

５

０

％

を

超

え

て

い

る

生

活

習

慣

（

喫

煙

、

食

事

、

運

動

、

飲

酒

）

と

が

ん

と

は

関

連

性

が

あ

る

た

ば

こ

は

、

さ

ま

ざ

ま

な

が

ん

の

原

因

の

中

で

、

予

防

可

能

な

最

大

の

原

因

で

あ

る

日

本

に

お

け

る

が

ん

検

診

の

受

診

率

は

、

欧

米

諸

国

と

比

較

し

て

低
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大

阪

府
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に

お

け

る

が

ん

検

診

受

診

率

は

、

全

国

的

に

み

て

最

低

水

準

で

あ

る

こ

の

中

に

知

っ

て

い

る

も

の

は

な

い

平

均

回

答

個

数

（

こ

の

質

問

の

全

回

答

者

）

1000 493 288 371 478 176 438 371 194 106 160 1000

100.0 49.3 28.8 37.1 47.8 17.6 43.8 37.1 19.4 10.6 16.0 2.92

356 199 135 164 214 93 204 168 91 51 20 356

100.0 55.9 37.9 46.1 60.1 26.1 57.3 47.2 25.6 14.3 5.6 3.71

644 294 153 207 264 83 234 203 103 55 140 644

100.0 45.7 23.8 32.1 41.0 12.9 36.3 31.5 16.0 8.5 21.7 2.48



　　　　　　　   全　体

１年以内に受診した

上記以外の人

1

年

以

内

に

い

ず

れ

か

の

が

ん
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診

を

受

診

し

た

こ

と

が

あ

る
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全
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の
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、
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酒

）

と
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と
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関

連

性
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る

た

ば

こ

は

、

さ

ま

ざ

ま

な

が

ん

の
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因

の

中

で

、

予

防

可

能

な
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大
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因

で

あ

る

日

本
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る

が

ん

検
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大

阪
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け

る

が
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検
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受
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率
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に
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て
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中
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知
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い

る

も

の

は

な
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平

均

回

答

個

数

（

こ

の

質

問

の

全

回

答

者

）

全　体 1000 49.3 28.8 37.1 47.8 17.6 43.8 37.1 19.4 10.6 16.0 2.92

１年以内に受診した 356 55.9 37.9 46.1 60.1 26.1 57.3 47.2 25.6 14.3 5.6 3.71

上記以外の人 644 45.7 23.8 32.1 41.0 12.9 36.3 31.5 16.0 8.5 21.7 2.48
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全体

１年以内に受診した

上記以外の人
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Q3　がんについて、あなたの知っていることを、次の中からすべて選んでください。（MA）

該

当

数

日
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で

は
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死

亡

者
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約
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人

に

１

人

が
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亡
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日
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が
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、
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法
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体
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存
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０
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活
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煙
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事

、

運

動

、
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）

と

が

ん

と
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関

連

性
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あ
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検
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検
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率
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水
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あ
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中
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っ
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は

な
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平

均

回

答

個

数

（

こ

の

質

問

の

全

回

答

者

）

1000 493 288 371 478 176 438 371 194 106 160 1000

100.0 49.3 28.8 37.1 47.8 17.6 43.8 37.1 19.4 10.6 16.0 2.92

95 44 29 42 48 30 38 36 19 11 10 95

100.0 46.3 30.5 44.2 50.5 31.6 40.0 37.9 20.0 11.6 10.5 3.13

836 440 255 326 421 143 394 329 170 91 102 836

100.0 52.6 30.5 39.0 50.4 17.1 47.1 39.4 20.3 10.9 12.2 3.07



　　　　　　　   全　体

【こわくない】こわいと思わない×どちらかといえばこ

わいと思わない

【こわい】どちらかといえばこわいと思う×こわいと思

う

が

ん

を

こ

わ

い

と

思

う

か
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が
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、
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療
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療
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０
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検
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は
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に
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水
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で
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る

こ

の

中

に

知
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て

い

る

も

の

は

な
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均

回

答

個
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（
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の
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答

者

）
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ばこわいと思わない

95 46.3 30.5 44.2 50.5 31.6 40.0 37.9 20.0 11.6 10.5 3.13

【こわい】どちらかといえばこわいと思う×こわい
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836 52.6 30.5 39.0 50.4 17.1 47.1 39.4 20.3 10.9 12.2 3.07
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【こわくない】こわいと思わない×どちらかとい
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該

当

数

【

認

知

層

】

知

っ

て

い

る

【

非

認

知

層

】

言

葉

だ

け

は

知

っ

て

い

る

×

知

ら

な

い

1000 251 749

100.0 25.1 74.9

485 109 376

100.0 22.5 77.5

515 142 373

100.0 27.6 72.4

300 62 238

100.0 20.7 79.3

377 102 275

100.0 27.1 72.9

323 87 236

100.0 26.9 73.1

Q13_mrg_2　がん治療における緩和ケアとは、がんに伴う体と心の痛みを和らげることですが、あなた

は、がん医療における緩和ケアについて知っていましたか。（SA）

【中間層】40歳以上60歳未満

性

別

【高齢層】60歳以上80歳未満

年

齢

層

別



　　　　　　　   全　体

男性

女性

【若年層】20歳以上40歳未満


image11.emf
(n) (%)

全　体 1000

男性 485

女性 515

【若年層】20歳以上40歳未満 300

【中間層】40歳以上60歳未満 377

【高齢層】60歳以上80歳未満 323

性

別

年

齢

層

別

25.1

22.5

27.6

20.7

27.1

26.9

74.9

77.5

72.4

79.3

72.9

73.1

【認知層】知っている 【非認知層】言葉だけは知っている×知らない
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Q14_mrg　あなたは、がんに対する緩和ケアはいつから実施されるべきものと思っていますか。（SA）

該

当

数

が

ん

と

診

断

さ

れ

た

と

き

か

ら が

ん

の

治

療

が

始

ま

っ

た

と

き

か

ら

が

ん

が

治

る

見

込

み

が

な

く

な

っ

た

と

き

か

ら

769 346 225 198

100.0 45.0 29.3 25.7

352 167 105 80

100.0 47.4 29.8 22.7

417 179 120 118

100.0 42.9 28.8 28.3

202 102 56 44

100.0 50.5 27.7 21.8

297 125 96 76

100.0 42.1 32.3 25.6

270 119 73 78

100.0 44.1 27.0 28.9



　　　　　　　   全　体

男性

女性

【若年層】20歳以上40歳未満

性

別

年

齢

層

別

【中間層】40歳以上60歳未満

【高齢層】60歳以上80歳未満


image13.emf
(n) (%)

全　体 769

男性 352

女性 417

【若年層】20歳以上40歳未満 202

【中間層】40歳以上60歳未満 297

【高齢層】60歳以上80歳未満 270

性

別

年

齢

層

別

45.0

47.4

42.9

50.5

42.1

44.1

29.3

29.8

28.8

27.7

32.3

27.0

25.7

22.7

28.3

21.8

25.6

28.9

がんと診断されたときから がんの治療が始まったときから

がんが治る見込みがなくなったときから
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該

当

数

【

使

用

意

向

あ

り

】

使

い

た

い

×

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

使

い

た

い

【

使

用

意

向

な

し

】

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

使

い

た

く

な

い

×

使

い

た

く

な

い

734 559 175

100.0 76.2 23.8

355 265 90

100.0 74.6 25.4

379 294 85

100.0 77.6 22.4

189 123 66

100.0 65.1 34.9

279 211 68

100.0 75.6 24.4

266 225 41

100.0 84.6 15.4p値=0.00001

　　　　　　　   全　体

Q16_mrg　もし、がんのために痛みが生じ、医師から医療用麻薬の使用を提案された場合、あなたは医療用

麻薬を使用したいと思いますか。（SA）

【若年層】20歳以上40歳未満

【中間層】40歳以上60歳未満

【高齢層】60歳以上80歳未満

年

齢

層

別

性

別

男性

女性
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(n) (%)

全　体 734

男性 355

女性 379

【若年層】20歳以上40歳未満 189

【中間層】40歳以上60歳未満 279

【高齢層】60歳以上80歳未満 266

性

別

年

齢

層

別

76.2

74.6

77.6

65.1

75.6

84.6

23.8

25.4

22.4

34.9

24.4

15.4

【使用意向あり】使いたい×どちらかといえば使いたい

【使用意向なし】どちらかといえば使いたくない×使いたくない
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該

当

数

【

肯

定

層

】

そ

う

思

う

×

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

【

否

定

層

】

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

×

そ

う

思

わ

な

い

350 236 114

100.0 67.4 32.6

102 70 32

100.0 68.6 31.4

255 170 85

100.0 66.7 33.3

145 99 46

100.0 68.3 31.7

275 188 87

100.0 68.4 31.6

103 67 36

100.0 65.0 35.0

78 51 27

100.0 65.4 34.6

25 16 9

100.0 64.0 36.0

Q18_mrg　お仕事をされている方に伺います。あなたの職場では、がんの治療や検査のために２週間に一度程度病院

に通う必要がある場合、働き続けられる環境だと思いますか。（SA）

勤務日時はシフト制で夜間勤務がない

勤務日時はシフト制で夜間勤務がある

働

き

方

④

働

き

方

③

【非正規雇用等】契約社員・派遣社員×パート×アルバイト・フ

リーター

働

き

方

②

働

き

方

①

【固定】平日勤務中心で、休日は主に土・日・祝

【シフト】勤務日時はシフト制で夜間勤務がない×勤務日時は

シフト制で夜間勤務がある

【被雇用者】正社員×契約社員・派遣社員×公務員・団体職員

×パート

【自営・フリー】アルバイト・フリーター×自営業・自由業×家内

労働者・在宅ワーカー

【正規雇用等】会社役員×正社員×公務員・団体職員


image17.emf
(n) (%)

【被雇用者】正社員×契約社員・派遣社員×公務員・団体職員×パート 350

【自営・フリー】アルバイト・フリーター×自営業・自由業×家内労働者・在

宅ワーカー

102

【正規雇用等】会社役員×正社員×公務員・団体職員 255

【非正規雇用等】契約社員・派遣社員×パート×アルバイト・フリーター 145

【固定】平日勤務中心で、休日は主に土・日・祝 275

【シフト】勤務日時はシフト制で夜間勤務がない×勤務日時はシフト制で

夜間勤務がある

103

勤務日時はシフト制で夜間勤務がない 78

勤務日時はシフト制で夜間勤務がある 25

働

き

方

①

働

き

方

②

働

き

方

③

働

き

方

④

67.4

68.6

66.7

68.3

68.4

65.0

65.4

64.0

32.6

31.4

33.3

31.7

31.6

35.0

34.6

36.0

【肯定層】そう思う×どちらかといえばそう思う

【否定層】どちらかといえばそう思わない×そう思わない
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該

当

数

【

肯

定

層

】
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う

思

う

×

ど
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ら

か

と

い

え

ば
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う

思

う

【

否
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ど

ち

ら

か
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い

え

ば
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思
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な

い

×

そ

う

思
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い

　　　　　　　   全体 503 66.8 33.2

漁業 0 0.0 0.0

農業・林業 0 0.0 0.0

建設業 19 47.4 52.6

製造業 78 59.0 41.0

電気・ガス・熱供給・水道業 8 75.0 25.0

情報通信業 19 78.9 21.1

運輸業、郵便業 24 70.8 29.2

卸売業、小売業 57 68.4 31.6

金融業、保険業 25 64.0 36.0

不動産業、物品賃貸業 13 76.9 23.1

学術研究、専門・技術サービス業 11 81.8 18.2

宿泊業、飲食サービス業 23 69.6 30.4

生活関連サービス業、娯楽業 11 81.8 18.2

教育、学習支援業 21 76.2 23.8

医療、福祉 53 83.0 17.0

その他のサービス業 55 67.3 32.7

公務（上記のいずれかにあてはまるもの以外） 18 72.2 27.8

その他 31 45.2 54.8

市町村国保（国民健康保険） 105 68.6 31.4

国保組合（国民健康保険組合） 67 67.2 32.8

協会けんぽ（全国健康保険協会） 99 66.7 33.3

健康保険組合 176 66.5 33.5

共済組合 30 70.0 30.0

船員保険 0 0.0 0.0

その他 2 100.0 0.0

わからない 24 54.2 45.8
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image1.emf
上段：ｎ

下段：%

計 大阪市域 北部大阪地域 東部大阪地域 南部大阪地域

1000 306 202 219 273

100.0 30.6 20.2 21.9 27.3

485 150 97 107 131

100.0 30.9 20.0 22.1 27.0

515 156 105 112 142

100.0 30.3 20.4 21.7 27.6

137 47 26 28 36

100.0 34.3 19.0 20.4 26.3

163 56 33 33 41

100.0 34.4 20.2 20.2 25.2

207 62 43 46 56

100.0 30.0 20.8 22.2 27.1

170 50 35 38 47

100.0 29.4 20.6 22.4 27.6

186 52 38 43 53

100.0 28.0 20.4 23.1 28.5

137 39 27 31 40

100.0 28.5 19.7 22.6 29.2

大阪市域：大阪市

北部大阪地域：箕面市、池田市、豊中市、能勢町、豊能町、吹田市、茨木市、摂津市、高槻市、島本町

東部大阪地域：枚方市、交野市、四條畷市、大東市、寝屋川市、門真市、守口市、東大阪市、八尾市、柏原市

南部大阪地域：松原市、藤井寺市、羽曳野市、富田林市、河内長野市、大阪狭山市、太子町、河南町、千早赤阪村、堺市、高石市、和泉市、

　　　　　　　　　　泉大津市、忠岡町、岸和田市、貝塚市、泉佐野市、田尻町、泉南市、阪南市、岬町、熊取町



30歳以上40歳未満

40歳以上50歳未満

50歳以上60歳未満

60歳以上70歳未満

70歳以上80歳未満



　　　　　　　   全　体

男性

女性

20歳以上30歳未満

年

代

別

性

別


